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π-Conjugated nickel-ethenetetrathiolate (NiETT) has attracted substantial interest on account 

of unusual properties, which include thermoelectric properties. We have recently reported a 

highly conductive n-type nickel complex, which contains a thieno[3,2-b]thiophene unit in the 

ligand. Herein, in order to control the properties of the films, we have designed an n-type nickel 

coordination complex containing a bithiophene unit in the ligand. We will discuss 

thermoelectric properties of the films, which were fabricated via a facile solution process.  
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近年，熱電変換デバイスの高性能化に向けた有機系材料の研究が盛んに行われてい

る。ニッケル－エテンテトラチオラート (NiETT) は，大気安定な n 型熱電性能を示

すことが知られている 1,2)。当研究室では，π共役ニッケル錯体の配位子としてチエノ

[3,2-b]チオフェン骨格を利用すると，ポリフッ化ビニリデン (PVDF) と混合した塗布

膜が著しく高い電気伝導率を示すことを報告している 3)。本研究では，柔軟性をもた

せる配位子の設計として，ビチオフェン骨格の導入を考えた。 

ビチオフェン骨格を含むニッケル錯体 2は，別途合成した前駆体 1から，Scheme 1

に示す経路に従い合成した。まず，錯体 2に PVDFを混合し，ドロップキャスト法に

よる成膜を行った結果，塗布膜は良好な n型熱電特性を示すことがわかった (PF = 3.0 

μW m−1 K−2)。さらに，PVDFを混合しない条件でも，2の分散液から容易に成膜でき

ることを見出した。得られた塗布膜は，より高い電気伝導率ならびに n型熱電変換特

性 (PF = 9.7 μW m−1 K−2) を示した。この結果は，自由に回転できるビチオフェン構造

を導入した設計が反映されたものと考えられる。 
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